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１ 概要
仙台市とみやぎ・せんだい人材育成協働事業プラットフォームでは、就職活動前の学生

に対する地元企業のPR及び就業体験を通じた地元企業と学生の相互理解の促進等を目的
に、大学１・２年生を主な対象とした5日間の就業体験を受け入れていただける参加企業
を募集します。
実施にあたっては、参加企業向け、学生向けの説明会を開催するとともに、事務局にお

いて地元企業と学生とのマッチングを図ります。また、就業体験終了後は成果報告会を開
催し、学生の地元企業に対する理解を深めます。

２ 対象等

１）学 生

・主に大学１・２年生、大学院・短大の1年生、高等専門学校の4年生など
（それ以外の学生も参加可）

・日本でのキャリア形成を考えている外国人留学生

２）企 業

就業体験の受け入れを予定している、仙台市内に本社（店）・支店または活動拠
点（事業所等）を置いている法人及び団体等

３）参加費 ともに無料

３ スケジュール(予定)
・5月10日迄 企業募集

・5月21・28日 参加企業向け就業体験プログラム作成セミナー（オフライン）

・6月下旬 学生向け就業体験プログラム説明会（オンライン/オフライン）

・7月下旬 企業と学生のマッチング（学生の就業体験先決定）

・8月2週目～9月 各企業にて就業体験の実施

・10月上旬 成果報告会（オンライン/オフライン）

４ 各イベント

参加企業向け就業体験プログラム作成セミナーについて

１）内 容（予定）

＜1日目＞昨年度参加企業の事例紹介、学生の求める体験内容、自社の魅力の整理
＜2日目＞学生を受け入れるためのオペレーション、学生への打ち出し方 など

２）会 場：IDOBA（仙台市青葉区国分町3−3−1定禅寺ヒルズ5階）

３）開催日：2024年5月21日（火）・28日（火）の２日間 いずれも15時～17時

※異なる内容のセミナーを予定しておりますので、可能な限り両日ご参加ください。
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学生向け説明会について

１）概 要

貴社にて実施予定の就業体験の概要（日時、実施場所、内容）について、担当者様よ
りご説明いただきます。現地参加の学生との質疑応答や座談会の時間を設け、より密
な接点ができるよう企画の準備をしております。

２）会 場

東北学院大学五橋キャンパス（仙台市若林区清水小路３−１ ）
※オフラインと「ＺＯＯＭ（ズーム）」を利用し、ハイブリットでの説明会を
実施します。

３）開催日：2024年6月下旬の2日間 いずれも16時～19時

※企業様にはどちらか一日に参加していただきます。
当日のタイムテーブルは、後日事務局よりご案内いたします。

＜昨年度の様子＞

説明会終了後に企業と学生の交流会を実施しました。

115名の学生と30の企業にご参加いただき、

最終的に、26社で就業体験を実施していただきました。
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就業体験について

１）受け入れ期間

8月2週目～9月中旬で、ご都合の良い5日以上でお願いします。
※原則は、実際に企業様に学生を受け入れていただく就業体験を想定しておりますが、
オンラインを組み合わせたプログラムや複数社で連携し計5日以上の就業体験を行う
プログラムでも構いません。

※就業体験の単位認定には「合計40時間以上（1日8時間で5日間等）」が一般的な単位
取得基準ですが、各大学によって異なります。

２）学生とのマッチングについて

➀就業体験の参加を希望する学生は、事務局に申し込みをします。
②企業様が予め設定した受け入れ人数を超えた申し込みがあった場合、事務局より
企業様に「参加希望学生リスト」を提出し、受け入れの可否をご検討いただきます。

③受け入れの結果を事務局から企業様と学生に連絡しますので、双方で連絡を取り、
就業体験を実施してください。

※当日の持ち物などマッチング後の学生への連絡は直接行ってください。その際、保
険（学生教育研究災害傷害保険及び学研災付付帯賠償責任保険等）加入の有無もご
確認いただき、未加入の学生には加入するようお伝えください。

３）応募時の留意点

・就業体験はアルバイトではありません。
・将来貴社の幹部となる社員への研修プログラムをご想定ください。
・外国人留学生の場合は、宗教上のしきたりや食事面等の生活文化の面でご配慮いた
だくことがありますのでご了承願います。

４）企業による就業体験活用事例

◆企業の魅力発信

就業体験に参加した学生の視点から企業・商品の魅力を捉え、発信します。
学生同士の口コミは効果的です。

◆人材育成の機会

後輩を持つことで若手社員は大きく成長します。就業体験で学生の指導係となる
ことで、自分の業務を見直し、大きく成長する機会としても期待できます。

◆新しいアイディアや社内改革

社内や業界では当たり前となっていることも、異なる立場の学生には新鮮に映るこ
とも多いです。社内の当たり前をこの機会に見直し、新しいアイディアを形にし、
より働きやすい組織づくりを目指しましょう。

◆新規事業立ち上げ

マンパワーが足りずに始められずにいる新しい事業に学生の視点を取り入れ、一緒
に始めてみませんか。社長の右腕として長期就業体験もご検討ください。

◆組織全体への影響

定期的に新卒採用を行っていない企業にとっては、就業体験での学生の受け入れは
今の学生の実態を知る絶好のチャンスです。
大卒採用、留学生採用などを検討されている企業様は期間限定で試験的に受け入れ
を行ってみませんか。
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成果報告会について

１）概 要

・実際に行った就業体験の内容のほか、実施後の感想や気付き等についてPowerPoint等
の資料を作成してもらい、学生より10分程度で説明いただきます。

・上記資料については就業体験期間中に作成をお願いします。
・参加は任意ですが、他の企業がどのようなプログラムで就業体験を実施しているかを
聞けるなど、参考になりますので、是非1社1名以上のご参加をお願いします。

・成果報告会自体を就業体験プログラムの5日目とすることも可能ですので、その場合は
個別にご相談ください。

２）会 場

IDOBA（仙台市青葉区国分町3−3−1定禅寺ヒルズ5階）
※学生向けプログラム説明会と同様に、オフラインと「ＺＯＯＭ（ズーム）」を利用し、
就業体験を実施した企業と学生によるハイブリットでの成果報告会を実施します。
当日のタイムテーブルやミーティングIDは、後日事務局よりご案内いたします。

３）開催日

2024年10月上旬

5 お申し込みについて
ご参加を希望される企業様は、5月10日（金）（必着）までに、別紙「就業体験受け

入れ企業登録票」に必要事項をご記入の上、下記Ｅメールアドレスへご送付ください。

※ご参加いただく企業は50社程度を予定しています。お申し込み多数の場合は、
業種バランスや就業体験概要を考慮のうえ、 事務局にて選考させていただきます。

E-mail: kei008050@city.sendai.jp 担当：仙台市商業・人材支援課 大久保・大友

6 問合せ先
仙台市 経済局 商業・人材支援課人材支援係 大久保・大友
TEL：022-214-1007
E-mail: kei008050@city.sendai.jp

7 最後に
・何から始めたら良いかわからない・・・など、不安に思われている企業の皆さまに
対して、就業体験プログラムの作成支援のほか、各種相談などにも個別に応じます
ので、お気軽に事務局までご連絡ください。

・大卒等の採用をご検討中の企業様はぜひ、この機会をご活用ください。

＜昨年度の様子＞

mailto:jobjapan@ari-tv.jp（運営担当


学生
自身のPCや
スマートフォンから
参加します。

6
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企業（現地）
学生

各企業様より、会社概要及び

就業体験の概要を会場でご説

明頂いただき、その様子をオン

ラインで配信いたします。

東北学院大学にて
現地開催

■オフライン開催(現地参加)
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